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緊急事態宣言
①2020年4月7日～5月25日、②2021年1月8日～3月21日、③2021年4月25日～9月30日

検証期間

2020年8月3日
一般公開

2020年12月6日
3万DL突破

2021年3月28日
5万DL突破

2021年12月29日
9万DL突破

2020年8月3日
一般公開

累積ダウンロード数
100,000を突破

1.1. 東京ステナビとは
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1.2.駅を“安全・安心・快適に”
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お客さまが駅をより安全・安心・快適にご利用できるようにする

Sta.aaS：（スタース）Station as a Service を実現する

東京ステーションナビ
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1.3. 東京ステナビと高精度測位社会プロジェクト
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駅構内図
高精度測位社会プロジェクトの成果「東京駅周辺屋内
地図オープンデータ」と整合性のある地図データ

JR東日本の全駅（約1,600駅）を作成更新するノウハウ

屋内測位技術 OS の測位技術を活用
iOS : Core Location
Android : Beacon/Wi-Fiと Fused Location Provider

APIを組み合わせた独自ロジック

空間情報インフラ
・屋内地図データ（駅構内図）
・屋内測位インフラ（Beacon/Wi-Fi）

©JR East Consultants Company

高精度測位社会PJを具現化 ⇒ 東京ステナビ
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2.1. ご協力内容（１）ポスター掲出による情報発信

2022/3/14 7

B1 GranAge

1F Kitchen Street

B1 GRANROOF FRONT

7/20（火）～9/31（木）
JR東日本クロスステーション管理エリア（下図6地点（☆））

M2F 北町ダイニング

B1 黒塀横丁

B1 GRANROOF FRONT

1F Kitchen Street
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2.1. ご協力内容（２）アプリを使った情報発信
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① Push通知：7/30及び9/20の2回 アプリ アクティブユーザに一斉通知

② Beacon Push通知：7/21深夜～9/30配信 東京駅設置Beaconを受信するとプッシュ通知（東京駅にいるユーザ）

③ バナー広告：7/21 9:00～9/30表示 バナー広告で利活用検証の情報をご案内（バナーをタップしたユーザ）

① ② ③
JR東日本

コンサルタンツ
Beacon
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2.2. 検証期間中のダウンロード数 （6月1日～10月31日）

2022/3/14 © 2022 JR East Consultants Company

7月20日（火）
国交省プレスリリース
7月21日（水）検証開始＋
東京駅設置Beaconを通じた
Push通知、バナー広告、東
京駅ラチ外でのポスター掲
出開始

7月23日（金）
オリンピック開始

7月24日（土）
検証開始後初の週末

7月30日（金）
Push配信（1回目）

9月20日（月）
Push配信（2回目）

9月30日（木）
検証終了

8月8日（日）
オリンピック終了

8月24日（火）
パラリンピック開始

9月5日（日）
パラリンピック終了

第3回緊急事態宣言（2021年4月25日～9月30日）で東京駅ご利用のお客さまも少ない状況であったが、
サービス利活用検証をきっかけに、多くの方々が東京ステナビにご関心を寄せてくださった
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2.3. アンケート結果（１）分析結果
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アンケート結果 全回答者数 354人の45%（158人）が東京ステナビのご回答

Q2 アプリをダウンロードしたきっかけ（複数回答可）
全体 東京ステナビ

選択肢 回答数 比率 回答数 比率
国交省のポスター／サイネージ 35 9% 16 9%
国交省Webサイト 13 3% 2 1%
アプリのポスター／サイネージ 43 11% 29 16%
アプリのWebサイト 71 18% 37 20%
新聞、雑誌、Web記事 32 8% 14 8%
アプリストア 92 23% 32 17%
知人に紹介された 42 11% 22 12%
SNS 32 8% 14 8%
その他 40 10% 17 9%
合計 400 100% 183 100%

Q3 アプリを使おうと思った理由（複数回答可）
全体 東京ステナビ

選択肢 回答数 比率 回答数 比率
目的地までのルートを知りたいから 165 20% 70 17%
移動途中で迷ったから 56 7% 29 7%
現在地を知りたいから 64 8% 33 8%
トイレの場所を知りたかったから 30 4% 18 4%
ESC/ELV/階段の場所を知りたかったから 30 4% 19 5%
土地勘のない場所での移動だったから 53 6% 13 3%
乗り換えをスムーズに行いたかったから 41 5% 23 6%
バリアフリールートを知りたかったから 11 1% 6 1%
店舗の場所を知りたかったから 118 14% 87 21%
店舗の情報（業種・営業時間）を知りたかったから 63 8% 56 14%
観光情報を知りたかったから 19 2% 7 2%
音声案内機能を利用したかったから 13 2% 3 1%
AR機能を利用したかったから 62 8% 3 1%
屋内ナビを使ってみたかったから 87 11% 32 8%
その他 14 2% 8 2%
合計 826 100% 407 100%

結果分析
• 東京ステナビ／東京駅ならではの傾向が見えた
• 75%以上の方から評価をいただけた

その他の中には、「利用店舗にてキャンペーンチラシを見て」という声もあり
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2.3. アンケート結果（２）アンケート自由回答のご紹介
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• 改札を通り抜けないといけない場所なら、そう記載するべき。
• JR東海エリアの店舗は地図表記されても詳細は分からないし現在地からナビしてもらえない。
• ホーム上にいると、歩きスマホ判定のためか、利用出来なかったりするのが極めて不便。
• ARでナビする機能。
• アプリの地図から外れた場所にある目的地までの案内。
• ホームにいると使えなくなるのですが、電車で発車待ちでも使えないのが不便。
• 駅外まで案内してほしい／東京駅から地下でつながる空間のナビ機能／屋内外を問わない
シームレスなナビゲーション機能／駐車場。

• 他エリア（多エリア）への展開、１アプリ上で複数箇所を対応できるようになると、やりや
すくなる。もしくはある程度仕様を統一して操作感のハードルが下がればよいと思った。

• 電子マネー機能

その他多数のご意見

今後の機能改良の参考となる貴重なご意見を頂戴することができました。
誠にありがとうございます。
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国土地理院 基盤地図情報を使用

3.1. 高精度測位社会PJ成果を利用したエリア拡大と課題
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高精度測位社会PJの成果等を活用して
JR東日本コンサルタンツが独自に作成
した東京駅及び駅周辺の屋内・地下空
間の3次元地図データ（BIMモデル）

東京駅周辺屋内地図オープンデータ（令和２年度更新版）の活用
https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/mlit-indoor-tokyo-r2（G空間情報センター）

屋内地図オープンデータ利用上の課題 このプロジェクトの課題
• 屋内地図データの維持更新（自分たちの手の及ばない領域）
• 屋内測位環境の維持更新

各施設管理者様（官/民）との連携（API連携等）で、
ユーザに新鮮で精度の高い情報を提供
技術的課題：地図の精度の問題
地図情報レベル250/500/1000 、BIMのLOD100～500 、CityGMLのLOD1～5の関係を整理

東京駅でお問い合わせの多い周辺施設

東銀座駅

日比谷駅

三越前駅

皇居

日本橋

京橋

八重洲

大手町

銀座

丸ノ内

有楽町

現在の範囲
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＋ 東京駅から地下空間でつながる空間をカバー

https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/mlit-indoor-tokyo-r2


3.2. 他駅/地域展開とDigital Twinを目指した3Dナビ
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国交省都市局 Project PLATEAU
https://www.mlit.go.jp/plateau/

Project PLATEAUのデータとJR東日
本コンサルタンツ所有の東京駅3次元
地図（BIMモデル）重畳表示イメージ

Digital Twinを目指した3Dナビ他駅/他地域展開

東京駅

背景地図：地理院地図Globe
https://maps.gsi.go.jp/globe/index_globe.html
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高精度測位社会プロジェクトとSta.aaSをステーションナビで実現したい

https://www.mlit.go.jp/plateau/
https://maps.gsi.go.jp/globe/index_globe.html
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みなさまの

• ダウンロード
• ご利用
• ご意見とご要望

をお待ちしております

お問合せ先

株式会社JR東日本クロスステーション
デベロップメントカンパニー（担当：坂口 賢三 mail k-sakaguchi@jr-cross.co.jp ）

JR東日本コンサルタンツ株式会社
ICT事業本部 （担当：栗原 一行 mail kuriharakazuyuki@jrc.jregroup.ne.jp ）
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